
２０２０年度
日本学生支援機構奨学金

申請について（在学採用）
給付奨学金

(対象)学部生



配付物の確認

1. 給付奨学金案内

2. マイナンバー提出書のセット

・「マイナンバー提出書」

・「【重要】 マイナンバー（個人番号）の提出方法」

・「提出用封筒」（黄色）

1. 2.



「給付奨学金」制度と，来年度からの授業料等減免制度

は，併用して利用する制度です。

特に，授業料等減免においては，給付奨学金を申し込む

ことが申請の条件となる予定です。

給付奨学金と授業料等減免は，どちらか一方のみではな

く，基本的に両方の制度に申し込みをしてください。

「給付奨学金」と授業料等減免について



経済的理由により，大学での学びをあきらめることのないよ

うに，2020年4月に進学・進級する学生から，給付奨学金の対

象が広がります。

「給付奨学金」について

世帯収入の基準を満たしていて，かつしっかりとした

「学ぶ意欲」のある学生は，成績だけで判断されずに，

支援を受けることができます。

また、給付型奨学金の対象者は，大学・専門学校等の授

業料・入学金も免除又は減額されます。



• 支援の対象となる学生

住民税非課税世帯及びそれに準ずる世帯の学生

• 申込みに係る要件(ｐ８～１５)

・ 日本国籍、法定特別永住者、永住者等又は永住の意思が認められる定住者

であること。

・ 高等学校等を卒業してから２年の間までに大学等に入学を認められ、進学し

た者であって、過去において本制度の支援措置を受けたことがないこと。

・ 保有する資産が一定の水準を超えていないこと（申告による）。

支給対象者の要件(ｐ８～１５)

・ 家計に関する要件

・ 学業などに関する要件

・ その他の要件

「奨学金」について



• 家計に関する要件

学生本人と生計維持者が、次の「収入基準」及び「資産基準」のいずれにも該当す
る必要があります。
父母がいる場合は、原則として父母（2名）が「生計維持者」となりますが、生計

維持者が誰であるか不明な場合は、機構HP「生計維持者について」、「生計維持者に
係るQ&A」をご確認ください。

「給付奨学金」について

【第1区
分】

学生本人と生計維持者の市町村民税所得割が非課税である
こと（※1）。

【第2区
分】

あなたと生計維持者の支給額算定基準額（※2）の合計
が100円以上25,600円未満であること。

【第3区
分】

あなたと生計維持者の支給額算定基準額（※2）の合計が
25,600円以上51,300円未満であること。

1.収入基準



※1 ふるさと納税、住宅ローン控除等の税額控除の適用を受けている場合、各区分に

該当しない場合があります。

※2 支給額算定基準額(a)＝

課税標準額×6％－（調整控除額＋調整額）(b)（100円未満切り捨て）

支給額算定基準額を算出するための「課税標準額」「調整控除額」「調整額」は、課税証

明書や所得証明書に必ず記載されているものではありません。なお、「マイナポータル」を

活用すれば、市町村民税の課税標準額などを調べることができます。

(a) 市町村民税所得割が非課税の人は、（※1）の場合を除き、この計算式にかかわらず、

支給額算定基準額が0円となります。

(b) 政令指定都市に対して市民税を納税している場合は、（調整控除額＋調整額）に

4分の3を乗じた額となります。

「給付奨学金」について



【（○）が給与所得者の世帯（年間の収入金額）】
（単位：万円）

「給付奨学金」について

世帯人数 想定する世帯構成 第1区分 第2区分 第3区分

（ア）2人 本人、母（○） 229 332 402

（イ）3人
本人、母（○）、
中学生

289 391 457

（ウ）4人
本人、親A（○）、
親B（無収入）、
中学生

295 395 461

（エ）4人
本人、親A（○）、
親B（○）、中学生

親A:295 親A:336 親A:409

親B:115 親B:155 親B:155

（オ）5人
本人、親A（○）、
親B（パート）、
大学生、中学生

親A:321 親A:395 親A:461

親B:100 親B:100 親B:100

※あくまで目安です。



【（○）が給与所得者以外の世帯（年間の所得金額）】
（単位：万円）

「給付奨学金」について

世帯人数 想定する世帯構成 第1区分 第2区分 第3区分

（ア）2人 本人、母（○） 131 197 251

（イ）3人
本人、母（○）、
中学生

172 241 295

（ウ）4人
本人、親A（○）、
親B（無収入）、
中学生

186 256 305

（エ）4人
本人、親A（○）、
親B（給与所得者）、
中学生

親A:169 親A:195 親A:246

親B:115 親B:155 親B:155

（オ）5人
本人、親A（○）、
親B（パート）、
大学生、中学生

親A:207 親A:256 親A:309

親B:100 親B:100 親B:100

※あくまで目安です。



2.資産基準

学生本人と生計維持者（2人）の資産額（※）の合計が 2,000万円未満

（生計維持者が1人のときは1,250万円未満）であること。

※ 資産とは、現金やこれに準ずるもの（投資用資産として保有する金・銀等、預

貯金、有価証券の合計額を指し、土地等の不動産は含みません）。

なお、資産に関する証明書（預金通帳のコピー等）の提出は不要です。

「給付奨学金」について

収入基準に該当するどうかは，「進学資金シミュレーター」を利
用すると、おおよその確認ができます。
(最終スライド参照)

URL ： https://shogakukin-simulator.jasso.go.jp/



• 学業などに係る要件

【２年時以降】学業成績等が、次の1または2のいずれかに該当すること。

１年次の方はｐ８をご確認ください。

※標準単位数＝卒業に必要な単位数÷修業年限×申込者の在学年数

（参考）修業年限については、学校教育法等において、下記のとおり、規定されていま
す。

大学：4年（医学・歯学・薬学の一部、獣医学に関する課程については6年）

ただし、学業成績が「廃止」の区分に該当する場合は、採用されません。

1. GPA（平均成績）等が在学する学部等における上位2分の1の範
囲に属すること

2. 修得した単位数が標準単位数以上であり、かつ、将来、社会で
自立し、活躍する目標を持って学修する意欲を有していることが、
学修計画書により確認できること

「給付奨学金」について



学業成績 「廃止」基準
区分 学業成績の基準

廃止 1．修業年限で卒業又は修了できないことが確定したこと

2．修得した単位数（単位制によらない専門学校にあっては、履修科目の
単位時間数。）の合計数が標準単位数の5割以下であること

3．履修科目の授業への出席率が5割以下であることその他の学修意欲が
著しく低い状況にあると認められること

4．「警告」区分に該当する学業成績に連続して該当すること

警告

1．修得した単位数の合計数が標準単位数の6割以下であること。（「廃
止」区分の2に掲げる基準に該当するものを除く。）

2．GPA等が学部等における下位4分の1の範囲に属すること。

3．履修科目の授業への出席率が8割以下であることその他の学修意欲が
低い状況にあると認められること。（前の「廃止」の区分の3に掲げ
る基準に該当するものを除く。）

「給付奨学金」について



給付奨学金に採用された場合の注意点

○学生支援機構の給付奨学金（現行制度）を受けている場合

→現在の給付奨学金は辞退していただきます。

※不採用となった場合は，辞退していただく必要はありません。

○第一種奨学金（貸与・無利子）を受けている場合

→現在の貸与月額が制限されます。

「給付奨学金」について

【参考】令和2年度以降採用の給付奨学金と併せて受ける場合の貸与月
額（日本学生支援機構HP）
https://www.jasso.go.jp/shogakukin/seido/kingaku/1shu/2019ikou.html



申込資格，経済要件，学業要件等の詳細については，日

本学生支援機構HPの「【大学生等対象】申込資格・選考

基準」をご確認ください。

「給付奨学金」について

【大学生等対象】申込資格・選考基準

URL ：
https://www.jasso.go.jp/shogakukin/kyufu/shikaku/zaigaku.html



申込みの流れ(ｐ１６～)



申込みの流れ

1.「給付奨学金確認書」の作成・提出

「給付奨学金確認書（兼現行給付奨学金の辞退及び

第一種奨学金契約変更の承諾書）」作成する。

（奨学金案内に挟み込んであります）

1-2.必要書類の準備・提出

申込者本人の課税証明書等，別途書類の提出が必要と

なる場合があります。

※該当者のみ。全員ではありません。

※詳細は給付奨学金案内の1７ページを確認してください。

提出期限（授業料の減免を申し込む場合) ４月２４日（金）

（授業料の減免を申し込まない場合) ５月１５日（金）

提出先 ：事務局 教務課 窓口（担当：川田）

※必ず担当者を呼んでください！



申込みの流れ

２．識別番号の確認

教務課窓口へ「給付奨学金確認書」等を提出後，スカラネット入力に必要な

識別番号（ユーザID・パスワード）を受け取ってください。

※奨学金はスカラネット（インターネットの奨学金申込みページ）を利用して

申込みます。

３.「スカラネット入力準備用紙」の記入

インターネットで申込みを行う前に、「スカラ

ネット入力準備用紙」（奨学金案内に挟み込んで

あります）へ申込内容を記入し、内容について確

認してください。



４.「スカラネット」での申込み入力

必要事項を記入した「スカラネット入力準備用紙」を見ながら、インターネッ
トで申し込みます。

※申込画面は１画面あたり３０分の時間制限があります。

スカラネット申込締切 （授業料の減免を申し込む場合) 4月30日（木）

（授業料の減免を申し込まない場合) ５月22日（金）

①申込入力用ホームページ（スカラネット）にアクセスします。

（スカラネットURL ： https://www.sas.jasso.go.jp/scholarnet/ ）

②ID・パスワードの入力（２種類あります）

（1）大学から交付されたユーザID・パスワード

（2）「マイナンバー提出書」に印字されている「申込ID」「パスワード」

（1）（2）をそれぞれ画面に入力し、送信ボタンを押してください。

受付時間：
8：００～２５：００

申込みの流れ



申込みの流れ

４.「スカラネット」での申込み入力

③申込内容の入力

④申込内容の確認・送信

申込内容をよく確認して、間違いが無ければ[送信]ボタンを押してください。

[送信]ボタンを押すことにより、入力された情報がJASSOへ送られます。

⑤受付番号の確認と申込内容の印刷

受付番号が表示されれば、申込みは正常に終了しています。

受付番号は、「スカラネット入力準備用紙」に控えるか、印刷・スクリーンショット等

をして，必ず残してください。

受付時間：
8：００～２５：００



申込みの流れ

５．マイナンバー提出書の作成・提出

（同封物）
① 「マイナンバー提出書」
② 「【重要】 マイナンバー（個人番号）の提出方法」
③提出用の封筒

（1）同封物の確認



申込みの流れ

（2）マイナンバー提出書を記入する

同封されている「【重要】マイナンバー
（個人番号）の提出方法」の2ページを確認
しながら、記入・署名・押印してください。

受付番号は、スカラネット入力後に記入
してください。

「スカラネット（インターネット）によ
る奨学金申込用＜申込ID・パスワード＞」
は、スカラネット入力の際に利用します。



（3）①番号確認書類、②身元確認書類を用意する

・ 「【重要】マイナンバー（個人番号）の提出方法」をよく読み、
①番号確認書類と、②身元確認書類を用意すること（A4用紙にコピー）
・ 用意する書類が分からないときは、コールセンターに電話して相談すること

マイナンバー提出に関する専用コールセンター
TEL：０５７０－００１－２３７ （平日９：００～１８：００）

①申込者本人と生計維持者の
番号確認書類

②申込者本人の身元確認書類

次のいずれか１点

・マイナンバーカード裏面（コピー）

・通知カード表面（コピー）

・マイナンバーが記載されている
住民票の写し（原本またはコピー）

「ア」又は「イ」の氏名と生年月日があるページのコピー

ア．次のいずれか１点
「マイナンバーカード表面」「パスポート」「運転免許証」
「在留カード」「特別永住者証明書」「障害者手帳」
「写真付の学生証※１」 等

イ．次のいずれか２点
「健康保険証」「学生証（写真なし）※１」「在学証明書※１」
「年金手帳」「戸籍謄本または戸籍抄本」
「住民票の写しまたは住民票記載事項証明書※２」 等

※１氏名と生年月日の両方の記載が必要です。
※２番号確認書類として「通知カード」を提出する場合に限り、２点必要な身元確認書類の１点として住民票を提出することができます。

申込みの流れ



（4）郵便局の窓口で、簡易書留により送付する

■提出期限 ：
（授業料の減免を申し込む場合) 4月30日（木）
（授業料の減免を申し込まない場合) ５月22日（金）

■提出方法 ：
郵便局の窓口で，簡易書留により郵送する。
※提出先は大学ではありません！

専用の提出用封筒に①～③を封入します。

①マイナンバー提出書（マイナンバー、署名を記入）

②番号確認書類（申込者本人と生計維持者分 各１点）

③身元確認書類（申込者本人分 １点又は２点）

（封筒裏面）

提出物に不足等がないことを確認し、

氏名と住所を記入します。

申込みの流れ



今後の手続き(ｐ２１)

採用（2020年６～７月頃）

現況届・誓約書の提出

適格認定（家計）

適格認定（学業）

在籍報告



参考 進学資金シミュレーター

「給付奨学金シミュレーション」では、新しい給付奨学金制
度の対象になるかどうかを調べることができます。

※シミュレーションの結果はあくまで目安です。実際の採用
の可否は，大学並びに日本学生支援機構の審査によって判断
されます。

◆給付奨学金シミュレーション（学生向け）

いくつかの質問に答えることで、給付奨学金を受ける

ことができる年収の目安を簡単に知ることができます。

◆ 給付奨学金シミュレーション（保護者の方向け）

世帯の年収等を答えることで、給付奨学金を受けること

ができるかを詳細に知ることができます。

詳細については，機構HP の「給付奨学金シミュレーショ
ンかんたんガイド（学生向け）」「給付奨学金シミュレー
ションご利用の手引き」をご覧ください。

シュミレーターURL https://shogakukin-simulator.jasso.go.jp/


